志津川高校が目指す学校運営

校訓”真・和・敬”
誠実で愛情豊かな人財の育成


志津川高校の特質

志津川高校を取巻く環境



○　南三陸町唯一の高等学校
　・　地域の期待を担う存在
　・　地域の積極的な協力
　・　地域の特徴を生かした学習活動の展開
○　地域連携型中高一貫教育
　・　地域の子を地域で育てる
○　多様な進路希望の生徒
　・　少人数を生かし，個に応じたきめ細かな指導
○　南三陸町の人口減
　・　本校への志願者減　・　町の活力の減退
○　他地域からの志願者減
　・　自分とは異なる価値観との出会いに制約




○　入学生徒の変化
　・　基礎学力への不安，特別な配慮を要する生徒
○　今，求められる教育－＞”自己肯定感”の育成
　・　新学習指導要領や新大学入試への対応
　・　企業におけるAIや外国人労働者の拡大





志津川高校が直面する問題



[bookmark: _GoBack]○　志願者数減少
　・　2023年度の連携中学校3年生の人数＜80人　　※近年の連携中学校3年生の本校入学者の割合＜60%
○　更なる授業改善の必要性
　・　授業が分かる＝43.5%　　　平日家庭学習時間確保していない＝24.6%　H30県学力状況調査本校2学年
　・　学ぶ意欲を引き出し，学力を身に付けられる　否定的＝24.4%　　　　 H30本校学校評価生徒回答
　・　わかりやすい授業を工夫している　否定的＝28.4%　　　　　　　　　 H30本校学校評価生徒回答






志津川高校の使命－“地域に貢献できる人財づくり”“魅力化推進”


○　地域の復興や創生に，地域の状況を理解し，グローバルな視点を持って，主体的に参画し，社会の様々な課題に対して，それぞれの立場から，他と協働しながら解決に当たろうとする人財の育成（本校の教育目標から）
○　南三陸町唯一の高等学校であり，町立中学校との連携型中高一貫教育を展開する学校として，主に南三陸町と連携しながら，地域の学習拠点として，生徒への教育を通じて地域の復興に努める。





生徒が学びの必要性を理解し，自ら学びたくなる教育の追求
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【長期的観点】



【短期的観点】


地域の復興・創生に資する人財の育成
○　地域理解を深め，課題を多面的に考え，自ら協働して課題解決をはかる起業家的資質を高める取組
○　地域社会の要請に即した学科編制
基礎学力向上への対応
○　学びの意義を理解させ，自ら学ぶ力を育成する指導の工夫
○　授業におけるユニバーサルデザインへの配慮
○　観点別評価の活用による授業改善
　・　本校で最低限身に付けさせる学力を職員間で共有
・　生徒に対する具体的できめ細やかな学習支援
連携型中高一貫教育の更なる充実
○　中高，町教委及び教育事務所が一体となった事業展開
・　基礎学力・豊かな人間性・課題解決能力の目標設定
　　　・　中高６年間で育成すべき“生きる力”の具現化
　　　　　・　小学校も視野に入れた，連携学習活動の企画
生徒数減への対応
○　少人数を生かす授業改善
○　部活動の工夫・改善
○　積極的な情報発信
地域パートナーシップ会議の推進
○　地域の生涯学習の充実に寄与するプログラムの企画
○　地域の教育力を生かすコミュニティスクールに向けての研究・対応















中学生が学びたい学校　在校生が様々なチャレンジできる学校　地域が生徒を任せたい学校

